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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公表番号】特表2018-524395(P2018-524395A)
【公表日】平成30年8月30日(2018.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2018-033
【出願番号】特願2018-504787(P2018-504787)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 303/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 301/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  303/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  301/02     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年10月23日(2020.10.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
　前記触媒は混合金属酸化物であり、アルカリ金属およびアルカリ土類金属、並びに、ジ
ルコニウム、ニオビウム、スカンジウム、イットリウム、ランタン、亜鉛、セリウム、お
よびスズから選択される金属の酸化物の２種以上による混合物からなる群から選択され、
当該触媒は任意的には、ＳｉＯ２、γ－Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯおよびＺｒＯ２を介して担持
されている、請求項１に記載の方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　別な特定の実施例においては、金属酸化物触媒は、アリカリ金属およびアルカリ土類金
属、並びに、ジルコニウム、ニオビウム、スカンジウム、イットリウム、ランタン、亜鉛
、セリウム、およびスズから選択される金属の酸化物で成る群から選択され、
それらは担体無しで使用され、またはＳｉＯ２、γ－Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ、およびＺｒＯ

２を介して担持されている、すなわち、オプションでＳｉＯ２、γ－Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ
およびＺｒＯ２を介して担持されている。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
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　別な特定の実施例では、触媒は混合金属酸化物であり、アルカリ金属およびアルカリ土
類金属、並びに、ジルコニウム、ニオビウム、スカンジウム、イットリウム、ランタン、
亜鉛、セリウム、およびスズから選択される金属の酸化物のうちの二種以上による混合物
で成る群から選択され、それらは担体無しで使用され、またはＳｉＯ２、γ－Ａｌ２Ｏ３

、ＭｇＯ、およびＺｒＯ２を介して担持されている。
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